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に
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と
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。今
年
こ
そ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、村
の

農
業
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作
で
実
り
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秋
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れ
れ
ば
い
い
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だ
が
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　と
こ
ろ
で
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民
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裁
は
誰

に
な
っ
て
い
る
の
か
。今
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ス
ト
安
倍
が

騒
が
し
い
。
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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

表紙の写真
　４月１０日に行われた天栄幼稚園の入園式です。お兄さ
ん、お姉さん達から歓迎のことばや歌のプレゼントに耳を
傾ける新入園児たち。これからの始まる幼稚園での生活
がとても楽しみですね。

●平成30年3月定例会……………………………… P2～6
●第１・２回臨時会 …………………………………………… P7
●2議員が一般質問…………………………………… P8～9

内容は12ページ記事をご覧ください。

　３月２２日に白河布引山演習場にて、自衛隊の実弾射撃訓練が行われ、議会からは廣瀬議長、後藤副議
長、小山議員、大須賀議員の４名が見学会に参加しました。
　内容としては、白河布引山演習場の概要説明や実際に射撃訓練の様子を見学するなど、安全に訓練が
行われていることを確認しました。

白河布引山演習場 射撃訓練

白河布引山演習場
実弾射撃訓練を見学活動

の村議会 議員

［平成３０年３月２０日］
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　平成３０年３月定例会では、平成３０年度予算や条例制定、人事案件など５３件（追加１件を含む）が提出さ
れ、審議の結果、全議案が同意・可決されました。
　また、２件の陳情を審議、採択とし、議員発議案２件が可決されました。
　本定例会では、２名の議員が一般質問を行い、役場職員の給与や健康寿命の取り組みなどについて問
いました。

一般会計予算総額 ４５億７,３００.0万円（前年度比５.８％減）
※うち放射能対策事業等を除いた額 ３８億１,３５３.８万円（前年度比１.８％増）
特別会計（１3会計）予算額合計 １７億８,５６４.１万円（前年度比１０.８％減）
水道事業会計予算
　収益的収入及び支出　収入・支出  １億４，４５２.１万円
　資本的収入及び支出　収入  １億１，４３９.９万円
　　　　　　　　　　　支出  １億６，５４７.６万円

新年度の主な事業と議員質疑

みんなで支え合い
築く健康づくり

予算総額
およそ５億２，８３０万円

■生涯にわたる
　心と体の健康づくり
 １億２，５４７万円
■地域で支え合う福祉の充実
 １億９，６５６万円
■安心して子育てできる
　環境づくり ２億６２７万円

安心安全な
環境づくり新年度

事業の予算
内訳

予算総額
およそ９億５，４３６万円

■快適に暮らせる住環境の充実
 ３億５，２５２万円
■安心安全に暮らせる環境整備
 ５億５，９８３万円
■豊かな自然環境の保全と活用
 ４，２００万円

未来につなぐ
村づくり

予算総額
およそ５億７，９３８万円

■村民と行政の協働体制づくり
 ９７８万円
■実行力のある行財政運営と
　連携の推進 ５億６，９５９万円

心豊かな
人づくり

予算総額
およそ２億２，１９５万円

■子どもたちの生き抜く力を
　育む環境整備
 １億７，７９６万円
■誰もが夢をもてる
　生涯学習社会 ３，５４８万円
■豊かな心を育むための
　文化振興 ８５１万円

地域を活かした
産業づくり

予算総額
およそ５億２，２１２万円

■活力ある農林業の推進
 ４億３，２９４万円
■地域経済活性化の促進
 １，０１４万円
■地域資源を活用した
　観光の振興 ７，９０２万円

新年度予算は昨年
同様５つの基本目標
のもと予算が組まれ
ています。

一般会計４５億７,３００万円
　新年度予算は、前ページでご紹介した５つの基本目標を中心に予算編成が行われています。
　主な事業の概要について取り上げました。

子育て
●子育て世代包括支援センター事業
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援のために、子育て世代包括支援センターを
健康増進センター（へるすぴあ）に設置。すべて
の妊産婦の状況を継続的に把握し、必要な支
援、関係機関との連絡調整を行うといった役割
を担います。

3月定例会［会期］ ３月６日～１４日まで

平成３０年度当初予算可決

新年度予算への質疑と答弁

電気柵購入補助金については、集団設置だと１／２補助となるため、集団での設置を推奨しています。　　　
協働の里づくり交付金では、ワイヤーメッシュの原材料支給ということで５０万円を上限とし補助を行っており、
電気柵との組み合わせは可能です。

［産業課長・建設課長］A

鳥獣被害対策として、予算化されている補助金などが見受けられるが、補助事業を組み合わせるこ
とや、集団で利用することは可能か。

［小山議員］Q

移住・定住
●移住コーディネーター設置事業
●お試し住宅事業
●移住定住サイト構築委託料
　専用ページを構築し、移住定住を考える方が天
栄村についてより詳しく検索できるようなサイ
トを新たに立ち上げするものです。

消防団
●小型動力ポンプ付積載車購入
　（４分団第６班高林地区へ）
●小型動力ポンプ購入
　（４分団第２班今坂地区へ）

行政区
●集会施設整備事業補助金
　各行政区において
集会施設及び集会
施設敷地内並びに
消防施設の整備事
業を実施する場合
において、要した
経費について村が
その一部を予算の
範囲内で補助する
ものです。

昨年購入した小型動力ポンプ付積載車（西郷）

移住フェアの様子

西郷集会所前舗装

大山集会所改修

国道294号の桜

私たちが
相談役です

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。



天栄村議会だより
No.142 2天栄村議会だより

No.1423

　平成３０年３月定例会では、平成３０年度予算や条例制定、人事案件など５３件（追加１件を含む）が提出さ
れ、審議の結果、全議案が同意・可決されました。
　また、２件の陳情を審議、採択とし、議員発議案２件が可決されました。
　本定例会では、２名の議員が一般質問を行い、役場職員の給与や健康寿命の取り組みなどについて問
いました。

一般会計予算総額 ４５億７,３００.0万円（前年度比５.８％減）
※うち放射能対策事業等を除いた額 ３８億１,３５３.８万円（前年度比１.８％増）
特別会計（１3会計）予算額合計 １７億８,５６４.１万円（前年度比１０.８％減）
水道事業会計予算
　収益的収入及び支出　収入・支出  １億４，４５２.１万円
　資本的収入及び支出　収入  １億１，４３９.９万円
　　　　　　　　　　　支出  １億６，５４７.６万円

新年度の主な事業と議員質疑

みんなで支え合い
築く健康づくり

予算総額
およそ５億２，８３０万円

■生涯にわたる
　心と体の健康づくり
 １億２，５４７万円
■地域で支え合う福祉の充実
 １億９，６５６万円
■安心して子育てできる
　環境づくり ２億６２７万円

安心安全な
環境づくり新年度

事業の予算
内訳

予算総額
およそ９億５，４３６万円

■快適に暮らせる住環境の充実
 ３億５，２５２万円
■安心安全に暮らせる環境整備
 ５億５，９８３万円
■豊かな自然環境の保全と活用
 ４，２００万円

未来につなぐ
村づくり

予算総額
およそ５億７，９３８万円

■村民と行政の協働体制づくり
 ９７８万円
■実行力のある行財政運営と
　連携の推進 ５億６，９５９万円

心豊かな
人づくり

予算総額
およそ２億２，１９５万円

■子どもたちの生き抜く力を
　育む環境整備
 １億７，７９６万円
■誰もが夢をもてる
　生涯学習社会 ３，５４８万円
■豊かな心を育むための
　文化振興 ８５１万円

地域を活かした
産業づくり

予算総額
およそ５億２，２１２万円

■活力ある農林業の推進
 ４億３，２９４万円
■地域経済活性化の促進
 １，０１４万円
■地域資源を活用した
　観光の振興 ７，９０２万円

新年度予算は昨年
同様５つの基本目標
のもと予算が組まれ
ています。

一般会計４５億７,３００万円
　新年度予算は、前ページでご紹介した５つの基本目標を中心に予算編成が行われています。
　主な事業の概要について取り上げました。

子育て
●子育て世代包括支援センター事業
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支
援のために、子育て世代包括支援センターを
健康増進センター（へるすぴあ）に設置。すべて
の妊産婦の状況を継続的に把握し、必要な支
援、関係機関との連絡調整を行うといった役割
を担います。

3月定例会［会期］ ３月６日～１４日まで

平成３０年度当初予算可決

新年度予算への質疑と答弁

電気柵購入補助金については、集団設置だと１／２補助となるため、集団での設置を推奨しています。　　　
協働の里づくり交付金では、ワイヤーメッシュの原材料支給ということで５０万円を上限とし補助を行っており、
電気柵との組み合わせは可能です。

［産業課長・建設課長］A

鳥獣被害対策として、予算化されている補助金などが見受けられるが、補助事業を組み合わせるこ
とや、集団で利用することは可能か。

［小山議員］Q

移住・定住
●移住コーディネーター設置事業
●お試し住宅事業
●移住定住サイト構築委託料
　専用ページを構築し、移住定住を考える方が天
栄村についてより詳しく検索できるようなサイ
トを新たに立ち上げするものです。

消防団
●小型動力ポンプ付積載車購入
　（４分団第６班高林地区へ）
●小型動力ポンプ購入
　（４分団第２班今坂地区へ）

行政区
●集会施設整備事業補助金
　各行政区において
集会施設及び集会
施設敷地内並びに
消防施設の整備事
業を実施する場合
において、要した
経費について村が
その一部を予算の
範囲内で補助する
ものです。

昨年購入した小型動力ポンプ付積載車（西郷）

移住フェアの様子

西郷集会所前舗装

大山集会所改修

国道294号の桜

私たちが
相談役です

※上記内容は抜粋となりますので、詳しい内容や他の質疑に関しては、会議録をご覧ください。
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主な議案審議の内容

同意
Pickup!! ［議案第53号］ 副村長の選任につき同意を求めることについて

森 茂副村長を再度選任
　行政全般に精通している適任者であるということから再度森副村長が選任され
ました。任期は平成３０年４月１日から４年間です。
　同意後、「重責に身の引き締まる思いであり、より一層緊張感を持って業務に取
り組みたい」と森副村長より挨拶がありました。

　３月の期間満了に伴い、平成
３０年度からの３年間において、
指定管理者制度により施設管
理を委託するため、新たに「指
定管理者の指定」を行うもの
です。
　指定するにあたり地方自治
法第２４４条２第４項の規定によ
り、議会の議決を得なければ
なりません。

　人事院規則の改正に伴い、５５歳以上の高齢職員の給与水準の抑制を図るため、国・県と同様に標準の勤務成
績での昇給を停止するものです。平成３０年４月１日から施行されます。

可決

可決
Pickup!! ［議案第6号］ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

村高齢職員の給与抑制
５５歳以上は昇給停止

Pickup!! 指定管理者の指定
［議案第18号］ 天栄村デイサービスセンター
［議案第19号］ 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場
［議案第20号］ 天栄村湯本スキー場
［議案第21号］ 天栄村農林水産物直売食材供給施設（道の駅季の里天栄）

指定管理者として社会福祉法人岩瀬福祉会（議案第１８号）
株式会社天栄村振興公社（議案第１９～２１号）を指定

２件の陳情を採択、議員発議案により意見書提出へ

福島県最低賃金は、全国で31位と低位にあ
る。一般的な賃金の実態に見合った十分な
水準に引き上げていくことは、県及び村の
復興促進のためにも重要であると考える。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の陳情について

【意見書の送付先】 内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣・文部科学大臣・内閣府特命担当（少子化対策）大臣・
 衆議院議長・参議院議長・福島労働局長

陳情書２件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において採択となりました。

産業建設常任委員会

待機児童の解消をはじめとした保育・子育
て環境の整備はまったなしの課題である。
総合的な対策をすすめることが必要である
ため、待機児童の解消と保育士配置基準の
見直しによる処遇改善などを国に求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書提出
の陳情について

総務常任委員会

平成29年度一般会計補正予算と
陳情書及び議員発議案

羽鳥湖畔オートキャンプ場天栄村デイサービスセンター

こども未来応援事業 除雪作業

道の駅季の里天栄スキーリゾート天栄

・福島再生加速化交付金事業..............................１億４，０００万円
・ふくしま森林再生事業.....................................３億８，４４２.１万円繰越明許費

・天栄村公共施設整備基金積立金 .......................................１億円
・こども未来基金積立金 .....................................................８１０万円積立金

・除雪委託料.......................................................................２，２２０万円
※冬期間の豪雪による増額歳出

可決
Pickup!! ［議案第２５号］ 平成２９年度一般会計補正予算について

一般会計補正予算（第７号）の総額から
３億６,１８１.６万円減額

増額補正の
主なもの
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主な議案審議の内容

同意
Pickup!! ［議案第53号］ 副村長の選任につき同意を求めることについて

森 茂副村長を再度選任
　行政全般に精通している適任者であるということから再度森副村長が選任され
ました。任期は平成３０年４月１日から４年間です。
　同意後、「重責に身の引き締まる思いであり、より一層緊張感を持って業務に取
り組みたい」と森副村長より挨拶がありました。

　３月の期間満了に伴い、平成
３０年度からの３年間において、
指定管理者制度により施設管
理を委託するため、新たに「指
定管理者の指定」を行うもの
です。
　指定するにあたり地方自治
法第２４４条２第４項の規定によ
り、議会の議決を得なければ
なりません。

　人事院規則の改正に伴い、５５歳以上の高齢職員の給与水準の抑制を図るため、国・県と同様に標準の勤務成
績での昇給を停止するものです。平成３０年４月１日から施行されます。

可決

可決
Pickup!! ［議案第6号］ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

村高齢職員の給与抑制
５５歳以上は昇給停止

Pickup!! 指定管理者の指定
［議案第18号］ 天栄村デイサービスセンター
［議案第19号］ 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場
［議案第20号］ 天栄村湯本スキー場
［議案第21号］ 天栄村農林水産物直売食材供給施設（道の駅季の里天栄）

指定管理者として社会福祉法人岩瀬福祉会（議案第１８号）
株式会社天栄村振興公社（議案第１９～２１号）を指定

２件の陳情を採択、議員発議案により意見書提出へ

福島県最低賃金は、全国で31位と低位にあ
る。一般的な賃金の実態に見合った十分な
水準に引き上げていくことは、県及び村の
復興促進のためにも重要であると考える。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の陳情について

【意見書の送付先】 内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣・文部科学大臣・内閣府特命担当（少子化対策）大臣・
 衆議院議長・参議院議長・福島労働局長

陳情書２件を受け付け、委員会での審査の結果を踏まえ、本定例会において採択となりました。

産業建設常任委員会

待機児童の解消をはじめとした保育・子育
て環境の整備はまったなしの課題である。
総合的な対策をすすめることが必要である
ため、待機児童の解消と保育士配置基準の
見直しによる処遇改善などを国に求める。

地方財政の充実・強化を求める意見書提出
の陳情について

総務常任委員会

平成29年度一般会計補正予算と
陳情書及び議員発議案

羽鳥湖畔オートキャンプ場天栄村デイサービスセンター

こども未来応援事業 除雪作業

道の駅季の里天栄スキーリゾート天栄

・福島再生加速化交付金事業..............................１億４，０００万円
・ふくしま森林再生事業.....................................３億８，４４２.１万円繰越明許費

・天栄村公共施設整備基金積立金 .......................................１億円
・こども未来基金積立金 .....................................................８１０万円積立金

・除雪委託料.......................................................................２，２２０万円
※冬期間の豪雪による増額歳出

可決
Pickup!! ［議案第２５号］ 平成２９年度一般会計補正予算について

一般会計補正予算（第７号）の総額から
３億６,１８１.６万円減額

増額補正の
主なもの
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号

可決

平成30年第1回臨時会の議案審議結果
［会期］ 1月30日

条例改正（議案第１～３号）

議案第１号
教育長の任命

第１回臨時会において、７件の議案が審議され、原案どおり可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

平成30年第2回臨時会の議案審議結果
［会期］ 4月10日

第２回臨時会において、４件の議案が審議され、原案どおり同意・可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関すること
村長等の給与及び旅費に関すること
職員の給与に関すること

可決

同意

平成29年度補正予算（議案第４～７号）

天栄村一般会計補正予算（歳出予算の組み替え）
天栄村国民健康保険特別会計（診療施設勘定：歳出予算の組み替え）
天栄村農業集落排水事業特別会計（歳入歳出それぞれ7万円追加）
天栄村水道事業会計補正予算（収益的収入及び支出それぞれ５．９万円追加）

1号

4号

天栄村税条例の
一部改正
天栄村国民健康
保険税条例の一
部改正

3号

4号

5号
6号
7号

2号
３号

人事院勧告及び福島県
人事委員会勧告に基づく
期末手当及び旅費に関
する改正

3月定例会その他審議結果一覧表

議
　
　案

事　件 内　容 結果

7
8
9

10

天栄村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
天栄村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決
原案可決
原案可決

2 天栄村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

12

原案可決指定権限が県から市町村へ委
任となり新たに条例制定

天栄村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

13
天栄村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

村内体育施設の使用料と減免
措置について制定

非常勤職員の育児休業等に関
する改正

1 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 任期満了に伴う任命
（湯本地区：星國春さん　 ） 同意再

3 天栄村体育施設条例の制定について 原案可決

人事行政の運営等の状況の公
表について３項目を追加

第7期介護保険事業計画の策定
に伴う保険料の改正等

介護保険関係法令の改正に伴
う所要の改正

4 天栄村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

11 天栄村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

国民健康保険法の改正に伴う
所要の改正

22
23

村道の路線の廃止について
村道の路線の認定について

原案可決
原案可決

24
25

大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
平成２９年度天栄村一般会計補正予算について

整備計画の一部変更
歳入歳出3億6,181.6万円減額

歳入歳出201.4万円追加

歳出予算の組み替え

歳入歳出48.6万円減額
歳入歳出15万円減額
歳入歳出362.1万円減額
歳入歳出1.4万円減額
歳入歳出638.5万円減額
歳入歳出645.1万円減額
歳入歳出147.4万円追加

原案可決
原案可決

村道南4号線の終点の変更に伴
う廃止及び認定

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

平成２９年度牧本財産区特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について                                                          
平成２９年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 
平成２９年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 
平成２９年度天栄村簡易排水処理施設特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村介護保険特別会計補正予算について     
平成２９年度天栄村風力発電事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

5 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

天栄村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

道路法施行令の改正に伴う所
要の改正14 天栄村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

定住促進住宅の払い下げによ
るもの15 天栄村村営住宅等条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

条例に規定されている２つの集
会所を行政区へ譲与するもの16 天栄村集会所等の設置に関する条例を廃止する条例の制定について 原案可決

簡易水道事業の統合に伴う改
正17 天栄村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

事業勘定  歳出歳入2,133.7万円追加
診療施設勘定  歳入歳出347.7万円減額26 平成２９年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

収益的収入及び支出：96.2万円減額
資本的収入及び支出：1,603万円を減額37 平成２９年度天栄村水道事業会計補正予算について 原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

久保直紀氏を
新教育長に任命
小・中学校の校
長や岩瀬地区
小中学校校長
協議会会長な
どを歴任された
久保氏を教育
長に任命しました。
任期は平成３２年３月３１日までで
す。

議案第２号
監査委員の選任

同意

常松秀夫氏を
監査委員に選任
元役場職員で
財務行政運営
に関して優れた
見識を有してい
ることから常松
氏（高林区）を
監査委員に選任しました。
任期は４年間です。

議案第３・４号
専決処分の承認

承認

いずれも地方税法の改正に伴
う所要の改正を専決処分したも
のです。内容としては、たばこ税
の税率の改正や国保税の軽減
措置の拡充などとなっています。
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号

可決

平成30年第1回臨時会の議案審議結果
［会期］ 1月30日

条例改正（議案第１～３号）

議案第１号
教育長の任命

第１回臨時会において、７件の議案が審議され、原案どおり可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

平成30年第2回臨時会の議案審議結果
［会期］ 4月10日

第２回臨時会において、４件の議案が審議され、原案どおり同意・可決となりました。議案の内容は下記のとおりです。

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関すること
村長等の給与及び旅費に関すること
職員の給与に関すること

可決

同意

平成29年度補正予算（議案第４～７号）

天栄村一般会計補正予算（歳出予算の組み替え）
天栄村国民健康保険特別会計（診療施設勘定：歳出予算の組み替え）
天栄村農業集落排水事業特別会計（歳入歳出それぞれ7万円追加）
天栄村水道事業会計補正予算（収益的収入及び支出それぞれ５．９万円追加）

1号

4号

天栄村税条例の
一部改正
天栄村国民健康
保険税条例の一
部改正

3号

4号

5号
6号
7号

2号
３号

人事院勧告及び福島県
人事委員会勧告に基づく
期末手当及び旅費に関
する改正

3月定例会その他審議結果一覧表

議
　
　案

事　件 内　容 結果

7
8
9

10

天栄村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
天栄村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
天栄村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決
原案可決
原案可決

2 天栄村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

12

原案可決指定権限が県から市町村へ委
任となり新たに条例制定

天栄村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

13
天栄村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

村内体育施設の使用料と減免
措置について制定

非常勤職員の育児休業等に関
する改正

1 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 任期満了に伴う任命
（湯本地区：星國春さん　 ） 同意再

3 天栄村体育施設条例の制定について 原案可決

人事行政の運営等の状況の公
表について３項目を追加

第7期介護保険事業計画の策定
に伴う保険料の改正等

介護保険関係法令の改正に伴
う所要の改正

4 天栄村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

11 天栄村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

国民健康保険法の改正に伴う
所要の改正

22
23

村道の路線の廃止について
村道の路線の認定について

原案可決
原案可決

24
25

大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
平成２９年度天栄村一般会計補正予算について

整備計画の一部変更
歳入歳出3億6,181.6万円減額

歳入歳出201.4万円追加

歳出予算の組み替え

歳入歳出48.6万円減額
歳入歳出15万円減額
歳入歳出362.1万円減額
歳入歳出1.4万円減額
歳入歳出638.5万円減額
歳入歳出645.1万円減額
歳入歳出147.4万円追加

原案可決
原案可決

村道南4号線の終点の変更に伴
う廃止及び認定

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

平成２９年度牧本財産区特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村大山地区排水処理施設事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村農業集落排水事業特別会計補正予算について                                                          
平成２９年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 
平成２９年度天栄村簡易水道事業特別会計補正予算について 
平成２９年度天栄村簡易排水処理施設特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村介護保険特別会計補正予算について     
平成２９年度天栄村風力発電事業特別会計補正予算について
平成２９年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

5 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

天栄村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

道路法施行令の改正に伴う所
要の改正14 天栄村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

定住促進住宅の払い下げによ
るもの15 天栄村村営住宅等条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

条例に規定されている２つの集
会所を行政区へ譲与するもの16 天栄村集会所等の設置に関する条例を廃止する条例の制定について 原案可決

簡易水道事業の統合に伴う改
正17 天栄村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

事業勘定  歳出歳入2,133.7万円追加
診療施設勘定  歳入歳出347.7万円減額26 平成２９年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

収益的収入及び支出：96.2万円減額
資本的収入及び支出：1,603万円を減額37 平成２９年度天栄村水道事業会計補正予算について 原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

久保直紀氏を
新教育長に任命
小・中学校の校
長や岩瀬地区
小中学校校長
協議会会長な
どを歴任された
久保氏を教育
長に任命しました。
任期は平成３２年３月３１日までで
す。

議案第２号
監査委員の選任

同意

常松秀夫氏を
監査委員に選任
元役場職員で
財務行政運営
に関して優れた
見識を有してい
ることから常松
氏（高林区）を
監査委員に選任しました。
任期は４年間です。

議案第３・４号
専決処分の承認

承認

いずれも地方税法の改正に伴
う所要の改正を専決処分したも
のです。内容としては、たばこ税
の税率の改正や国保税の軽減
措置の拡充などとなっています。
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近
年
、天
栄
村
職
員
の
給
与
が
他

市
町
村
に
比
べ
る
と
高
い
と
の
声
が
、

何
人
か
の
他
町
村
職
員
よ
り
聞
か
れ

ま
す
。実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

周
辺
町
村
と
の
比
較
を
伺
い
た
い
。

（
過
去
10
年
間
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

を
提
出
願
い
た
い
。）

　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
、天
栄
村
１
０
３・

５
、須
賀
川
市
１
０
２・０
、鏡
石
町

99・５
と
な
っ
て
お
り
、天
栄
村
の
指
数

が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。理
由
は
、

五
十
代
の
職
員
が
少
な
い
た
め
、こ
こ

数
年
、課
長
、副
課
長
、係
長
へ
の
昇
格

年
齢
が
早
め
に
な
り
指
数
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
方
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、１
０
３・

５
と
い
う
数
値
は
全
国
で
２
番
目
、県

内
で
１
番
高
い
指
数
で
す
。ま
た
、資

料
に
よ
る
と
過
去
６
年
間
ず
っ
と
１
０

０
以
上
の
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
数
値
を
見
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
対
外
的
な
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、今

後
よ
く
検
討
し
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、国
ま
た
は
県

か
ら
注
意
は
受
け
な
い
の
か
。

　
１
月
に
県
か
ら
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て
聞
か
れ
、今
議
会
に
提
出
し
た

「
55
歳
以
上
の
昇
給
停
止
」な
ど
、あ
ら

ゆ
る
事
を
検
討
し
、こ
の
数
値
を
下
げ

る
べ
く
手
を
打
っ
て
い
く
と
の
こ
と
を

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
臨
時
職
員
の
数
や
待
遇
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。震
災

後一時
的
に
数
が
増
え
た
の
は
止
む
を

得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、現
在
も
そ
の

状
況
は
続
い
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
臨
時
職
員
の
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

震
災
以
降
、そ
の
数
が
増
加
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、復
旧・復
興
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、徐
々
に
そ
の
数
の
削

減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、そ
の
処
遇
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、通
勤
手
当
の
支
給
、有
給
休
暇
の

付
与
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、臨
時
で
働
い
て
い
る
方
は
53

名
と
の
資
料
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、こ

の
中
で
１
日
の
労
働
時
間
が
８
時
間
に

満
た
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
職
種
の
方
達
で
し
ょ
う
か
。

　
８
時
間
に
満
た
な
い
方
は
、幼
稚
園

の
預
か
り
保
育
を
担
当
し
て
い
る

方
々
や
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
担

当
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　
正
職
員
は
３
年
く
ら
い
で
課
の
異

動
が
あ
る
の
に
、臨
時
職
員
は
な
ぜ
同

じ
課
に
何
年
も
異
動
さ
せ
な
い
で
お

く
の
か
。働
く
方
に
と
っ
て
も
新
陳
代

謝
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
伺

い
た
い
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、異
動
は
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。中
に
は
、臨
時
職

員
が
同
じ
課
に
長
く
い
る
為
に
、正
職

員
よ
り
物
事
が
詳
し
い
よ
う
な
例
も

出
て
お
り
ま
す
の
で
、至
急
改
善
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
、様
々
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、更
に
施
策
を
充
実
し

て
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
は
。

　
運
動
や
食
生
活
改
善
な
ど
、健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、効
果
的
な
事
業

展
開
を
図
り
、健
康
長
寿
の
村
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　
国
保
の
運
営
主
体
が
市
町
村
か
ら

県
に
移
る
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、安
定
的
な
運
営

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
特
養
ホ
ー
ム・グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
村
内・村
外
の
入
所
者
数
は
何

人
か
。

　
天
栄
ホ
ー
ム
へ
は
村
内
41
名
、村
外

29
名
で
す
。グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
は
村

内
６
名
、村
外
10
名
で
す
。

　
一人
世
帯（
年
代
別
）は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
60
歳
代
１
０
１
世
帯
、70
歳
代
56
世

帯
、80
歳
代
84
世
帯
、90
歳
代
26
世
帯

で
す
。

　
孤
独
死
の
人
を
出
さ
な
い
対
策
が

必
要
と
思
う
が
、民
生
委
員
だ
け
で
は

対
応
が
大
変
と
思
い
ま
す
の
で
、協
力

員
等
の
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
民
生
委
員
さ
ん
に
見
守
り
等
確
認

を
頂
い
て
孤
独
死
者
を
出
さ
な
い
よ

う
取
り
組
み
を
充
実
し
、ま
た
協
力

員
の
こ
と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
人
工
透
析
通
院
患
者
数
は
村
内
で

何
人
い
る
か
。

　
２
月
末
現
在
で
13
名
で
す
。

　
検
診
の
受
診
率
向
上
策
は
ど
う
進

め
る
の
か
。

　
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
な
ど
の

検
診
を
実
施
し
て
、お
お
む
ね
向
上
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
お
ふ
く
ろ
の
会
の
解
散
に
よ
り
、

使
用
し
な
く
な
り
ま
し
た
農
林
水
産

物
加
工
施
設
の
今
後
の
利
活
用
は
。

ま
た
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
、お
ふ

く
ろ
の
会
に
代
わ
る
組
織
は

い
る
の
か
。

　
具
体
的
な
使
用
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、村
民
や
関
係
機

関
等
の
意
向
を
伺
い
、決
め

て
ま
い
り
た
い
。

　
農
業
六
次
化
事
業
に
利
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
有
効
的
な
活
用
策
と
思
い

ま
す
の
で
、考
え
て
い
き
た
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
お
ふ
く
ろ
の
会

の
皆
さ
ん
が
役
割
を
担
っ
て
き
た
協

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、食
生
活

改
善
推
進
委
員
や
商
工
会
婦
人
部
に

依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

　
そ
れ
ら
も
含
め
新
し
い
団
体・組
織

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

住
民
福
祉
課
長

議 

員
議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

議 

員
村 

長
村 

長
議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

村 

長
村 

長

議 

員
村 

長
議 

員
村 

長

議 

員
村 

長
議 

員
議 

員
村 

長

渡
部　
勉 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

6番

天
栄
村
職
員
の

給
与
は
、他
市
町
村

に
比
べ
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か

1

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
課
長

議 
員

産
業
課
長

副
村
長

健
康
寿
命
の

取
り
組
み
は

1

天
栄
村
農
林

水
産
物
加
工

施
設
の
今
後
は 

2
天
栄
村
臨
時
職
員
の

数
や
待
遇
は
適
正
か

2

後
藤　
修 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

9番

農林水産物加工施設

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

95.8

96.0

97.1

98.2

99.8

108.7

108.6

101.4

101.3

103.1

103.5

年度 ラスパイレス
指数

ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
っ
て
な
に
？

　
国
家
公
務
員
と
の
比
較
で
地
方
公

務
員
の
給
与
水
準
を
表
す
指
数
の
こ
と

で
、国
家
公
務
員
１
０
０
が
基
準
と
な

り
ま
す
。

　
単
純
に
平
均
給
与
を
比
較
す
る
の
で

は
な
く
、学
歴
や
勤
続
年
数
の
ば
ら
つ

き
が
国
の
行
政
職
職
員
と
同
じ
と
仮

定
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
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近
年
、天
栄
村
職
員
の
給
与
が
他

市
町
村
に
比
べ
る
と
高
い
と
の
声
が
、

何
人
か
の
他
町
村
職
員
よ
り
聞
か
れ

ま
す
。実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

周
辺
町
村
と
の
比
較
を
伺
い
た
い
。

（
過
去
10
年
間
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

を
提
出
願
い
た
い
。）

　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
、天
栄
村
１
０
３・

５
、須
賀
川
市
１
０
２・０
、鏡
石
町

99・５
と
な
っ
て
お
り
、天
栄
村
の
指
数

が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。理
由
は
、

五
十
代
の
職
員
が
少
な
い
た
め
、こ
こ

数
年
、課
長
、副
課
長
、係
長
へ
の
昇
格

年
齢
が
早
め
に
な
り
指
数
を
押
し
上

げ
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
の
方
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、１
０
３・

５
と
い
う
数
値
は
全
国
で
２
番
目
、県

内
で
１
番
高
い
指
数
で
す
。ま
た
、資

料
に
よ
る
と
過
去
６
年
間
ず
っ
と
１
０

０
以
上
の
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ

の
数
値
を
見
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
対
外
的
な
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、今

後
よ
く
検
討
し
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、国
ま
た
は
県

か
ら
注
意
は
受
け
な
い
の
か
。

　
１
月
に
県
か
ら
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て
聞
か
れ
、今
議
会
に
提
出
し
た

「
55
歳
以
上
の
昇
給
停
止
」な
ど
、あ
ら

ゆ
る
事
を
検
討
し
、こ
の
数
値
を
下
げ

る
べ
く
手
を
打
っ
て
い
く
と
の
こ
と
を

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
臨
時
職
員
の
数
や
待
遇
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。震
災

後一時
的
に
数
が
増
え
た
の
は
止
む
を

得
な
い
と
思
い
ま
す
が
、現
在
も
そ
の

状
況
は
続
い
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
臨
時
職
員
の
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

震
災
以
降
、そ
の
数
が
増
加
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、復
旧・復
興
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、徐
々
に
そ
の
数
の
削

減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、そ
の
処
遇
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、通
勤
手
当
の
支
給
、有
給
休
暇
の

付
与
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、臨
時
で
働
い
て
い
る
方
は
53

名
と
の
資
料
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、こ

の
中
で
１
日
の
労
働
時
間
が
８
時
間
に

満
た
な
い
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
職
種
の
方
達
で
し
ょ
う
か
。

　
８
時
間
に
満
た
な
い
方
は
、幼
稚
園

の
預
か
り
保
育
を
担
当
し
て
い
る

方
々
や
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
担

当
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　
正
職
員
は
３
年
く
ら
い
で
課
の
異

動
が
あ
る
の
に
、臨
時
職
員
は
な
ぜ
同

じ
課
に
何
年
も
異
動
さ
せ
な
い
で
お

く
の
か
。働
く
方
に
と
っ
て
も
新
陳
代

謝
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
伺

い
た
い
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、異
動
は
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。中
に
は
、臨
時
職

員
が
同
じ
課
に
長
く
い
る
為
に
、正
職

員
よ
り
物
事
が
詳
し
い
よ
う
な
例
も

出
て
お
り
ま
す
の
で
、至
急
改
善
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
、様
々
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、更
に
施
策
を
充
実
し

て
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
は
。

　
運
動
や
食
生
活
改
善
な
ど
、健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
、効
果
的
な
事
業

展
開
を
図
り
、健
康
長
寿
の
村
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　
国
保
の
運
営
主
体
が
市
町
村
か
ら

県
に
移
る
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、安
定
的
な
運
営

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
特
養
ホ
ー
ム・グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
村
内・村
外
の
入
所
者
数
は
何

人
か
。

　
天
栄
ホ
ー
ム
へ
は
村
内
41
名
、村
外

29
名
で
す
。グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
は
村

内
６
名
、村
外
10
名
で
す
。

　
一人
世
帯（
年
代
別
）は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
60
歳
代
１
０
１
世
帯
、70
歳
代
56
世

帯
、80
歳
代
84
世
帯
、90
歳
代
26
世
帯

で
す
。

　
孤
独
死
の
人
を
出
さ
な
い
対
策
が

必
要
と
思
う
が
、民
生
委
員
だ
け
で
は

対
応
が
大
変
と
思
い
ま
す
の
で
、協
力

員
等
の
設
置
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
民
生
委
員
さ
ん
に
見
守
り
等
確
認

を
頂
い
て
孤
独
死
者
を
出
さ
な
い
よ

う
取
り
組
み
を
充
実
し
、ま
た
協
力

員
の
こ
と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
人
工
透
析
通
院
患
者
数
は
村
内
で

何
人
い
る
か
。

　
２
月
末
現
在
で
13
名
で
す
。

　
検
診
の
受
診
率
向
上
策
は
ど
う
進

め
る
の
か
。

　
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
な
ど
の

検
診
を
実
施
し
て
、お
お
む
ね
向
上
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
お
ふ
く
ろ
の
会
の
解
散
に
よ
り
、

使
用
し
な
く
な
り
ま
し
た
農
林
水
産

物
加
工
施
設
の
今
後
の
利
活
用
は
。

ま
た
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
、お
ふ

く
ろ
の
会
に
代
わ
る
組
織
は

い
る
の
か
。

　
具
体
的
な
使
用
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、村
民
や
関
係
機

関
等
の
意
向
を
伺
い
、決
め

て
ま
い
り
た
い
。

　
農
業
六
次
化
事
業
に
利
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
有
効
的
な
活
用
策
と
思
い

ま
す
の
で
、考
え
て
い
き
た
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
お
ふ
く
ろ
の
会

の
皆
さ
ん
が
役
割
を
担
っ
て
き
た
協

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、食
生
活

改
善
推
進
委
員
や
商
工
会
婦
人
部
に

依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

　
そ
れ
ら
も
含
め
新
し
い
団
体・組
織

を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

住
民
福
祉
課
長

議 

員
議 

員

議 

員

村 

長

村 

長

議 

員
村 

長
村 

長
議 

員

議 

員

議 

員

議 

員
議 

員

議 

員

村 

長
村 

長

議 

員
村 

長
議 

員
村 
長

議 
員

村 

長
議 

員
議 

員
村 

長

渡
部　
勉 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

6番

天
栄
村
職
員
の

給
与
は
、他
市
町
村

に
比
べ
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か

1

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
課
長

議 

員
産
業
課
長

副
村
長

健
康
寿
命
の

取
り
組
み
は

1

天
栄
村
農
林

水
産
物
加
工

施
設
の
今
後
は 

2
天
栄
村
臨
時
職
員
の

数
や
待
遇
は
適
正
か

2

後
藤　
修 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

9番

農林水産物加工施設

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

95.8

96.0

97.1

98.2

99.8

108.7

108.6

101.4

101.3

103.1

103.5

年度 ラスパイレス
指数

ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
っ
て
な
に
？

　
国
家
公
務
員
と
の
比
較
で
地
方
公

務
員
の
給
与
水
準
を
表
す
指
数
の
こ
と

で
、国
家
公
務
員
１
０
０
が
基
準
と
な

り
ま
す
。

　
単
純
に
平
均
給
与
を
比
較
す
る
の
で

は
な
く
、学
歴
や
勤
続
年
数
の
ば
ら
つ

き
が
国
の
行
政
職
職
員
と
同
じ
と
仮

定
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
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活動村議会 議員の

健康づくりからまちづくりへ
　平成30年1月30日、岩瀬地方町村議会議員協議会主
催による研修会が文化の森てんえいで開催され、天栄
村、鏡石町の議会議員20名が参加しました。会長の廣
瀬和吉天栄村議会議長が主催者挨拶を行い、開催地村
長として添田勝幸村長、来賓として出席した岩瀬地方町
村会会長の遠藤栄作鏡石町長、宗方保県議会議員、川
田昌成県議会議員より祝辞がありました。
　研修会では、県立医科大学理事長特別補佐の藤島初
男氏（鏡石町出身）を講師としてお招きし、「いきいき健
康づくり」と題した講演が行われ、県が取り組む施策や
地域住民の健康増進に対する意識向上の大切さについ
て拝聴しました。

　３月定例会において、委員会の改選が行われ、平成３０年４月１日より新しい委員会構成にて活
動を行っています。各委員会の構成議員についてご紹介します。

講師の藤島初男氏

▶岩瀬地方町村議会議員協議会研修会／平成30年1月30日

自治体議会の役割を学ぶ
　ビッグパレットふくしまにて、県町村議会議員研修会が
開催され、明治大学政治経済学部地域行政学科長・教授
の牛山久仁彦氏及び政治ジャーナリストの泉宏氏を招
いた講演が行われました。
　牛山氏からは「地方分権時代の自治体議会改革―自治
体議会と地方創生―」と題し、地方創生で問われる自治
体議会の役割などについて、泉氏からは「『３選』『改憲』
『アベノミクス』…難題に直面する安倍１強政権」と題し、
今後の政局・政治展望について拝聴しました。 研修会の様子

▶町村議会議員研修会／平成30年2月1日

鳳坂トンネルの早期完成を！
　天栄村と下郷町で組織している国道１１８号道路整備
期成同盟会（会長添田勝幸村長）が、鳳坂トンネルの早
期完成などを求めて、国会議員並びに国関係機関に対
して要望活動を行いました。
　衆参両院の議員会館においては、森まさこ参議院議
員を初めとする、福島県関係の国会議員14名に、霞ヶ関
官庁では、国土交通省および財務省を訪問し道路の重
要性や早期開通に向けた地域住民の熱い思いなどを訴
えました。　 森まさこ参議院議員へ要望

▶国道１１８号線道路改良促進期成同盟会中央要望／平成30年2月13～14日

整備促進の推進へ
　天栄村・西郷村・白河市で構成されている県道白河羽
鳥線道路整備促進期成同盟会（会長添田勝幸村長）は、
３月２２日に県土木部や県議会へ要望活動を行いまし
た。
　会員である廣瀬和吉議長、揚妻一男産業建設常任委
員長らが参加し、真名子峠の改良整備促進や羽鳥湖周
辺の幅員狭小かつ線形不良箇所等の未整備区間の早
期整備などについて、活力ある地域開発を進めるうえで
重要となる本路線の整備がより一層促進されるよう要
望しました。 県議会要望（柳沼純子副議長）

▶県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会県要望／平成30年3月22日

委員会の改選報告

議会運営委員会
◎ 小山　克彦
○ 円谷　　要

 熊田　喜八
 大須賀渓仁
 後藤　　修

議会広報常任委員会

総務常任委員会
◎ 熊田　喜八
○ 円谷　　要

 揚妻　一男
 服部　　晃
 廣瀬　和吉

産業建設常任委員会
◎ 大須賀渓仁
○ 小山　克彦

 渡部　　勉
 北畠　　正
 後藤　　修

○ 揚妻　一男◎ 服部　　晃 熊田　喜八 円谷　　要 後藤　　修

◎委員長　○副委員長

№143号からは我々が広報を担当します！！
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活動村議会 議員の

健康づくりからまちづくりへ
　平成30年1月30日、岩瀬地方町村議会議員協議会主
催による研修会が文化の森てんえいで開催され、天栄
村、鏡石町の議会議員20名が参加しました。会長の廣
瀬和吉天栄村議会議長が主催者挨拶を行い、開催地村
長として添田勝幸村長、来賓として出席した岩瀬地方町
村会会長の遠藤栄作鏡石町長、宗方保県議会議員、川
田昌成県議会議員より祝辞がありました。
　研修会では、県立医科大学理事長特別補佐の藤島初
男氏（鏡石町出身）を講師としてお招きし、「いきいき健
康づくり」と題した講演が行われ、県が取り組む施策や
地域住民の健康増進に対する意識向上の大切さについ
て拝聴しました。

　３月定例会において、委員会の改選が行われ、平成３０年４月１日より新しい委員会構成にて活
動を行っています。各委員会の構成議員についてご紹介します。

講師の藤島初男氏

▶岩瀬地方町村議会議員協議会研修会／平成30年1月30日

自治体議会の役割を学ぶ
　ビッグパレットふくしまにて、県町村議会議員研修会が
開催され、明治大学政治経済学部地域行政学科長・教授
の牛山久仁彦氏及び政治ジャーナリストの泉宏氏を招
いた講演が行われました。
　牛山氏からは「地方分権時代の自治体議会改革―自治
体議会と地方創生―」と題し、地方創生で問われる自治
体議会の役割などについて、泉氏からは「『３選』『改憲』
『アベノミクス』…難題に直面する安倍１強政権」と題し、
今後の政局・政治展望について拝聴しました。 研修会の様子

▶町村議会議員研修会／平成30年2月1日

鳳坂トンネルの早期完成を！
　天栄村と下郷町で組織している国道１１８号道路整備
期成同盟会（会長添田勝幸村長）が、鳳坂トンネルの早
期完成などを求めて、国会議員並びに国関係機関に対
して要望活動を行いました。
　衆参両院の議員会館においては、森まさこ参議院議
員を初めとする、福島県関係の国会議員14名に、霞ヶ関
官庁では、国土交通省および財務省を訪問し道路の重
要性や早期開通に向けた地域住民の熱い思いなどを訴
えました。　 森まさこ参議院議員へ要望

▶国道１１８号線道路改良促進期成同盟会中央要望／平成30年2月13～14日

整備促進の推進へ
　天栄村・西郷村・白河市で構成されている県道白河羽
鳥線道路整備促進期成同盟会（会長添田勝幸村長）は、
３月２２日に県土木部や県議会へ要望活動を行いまし
た。
　会員である廣瀬和吉議長、揚妻一男産業建設常任委
員長らが参加し、真名子峠の改良整備促進や羽鳥湖周
辺の幅員狭小かつ線形不良箇所等の未整備区間の早
期整備などについて、活力ある地域開発を進めるうえで
重要となる本路線の整備がより一層促進されるよう要
望しました。 県議会要望（柳沼純子副議長）

▶県道白河羽鳥線道路整備促進期成同盟会県要望／平成30年3月22日

委員会の改選報告

議会運営委員会
◎ 小山　克彦
○ 円谷　　要

 熊田　喜八
 大須賀渓仁
 後藤　　修

議会広報常任委員会

総務常任委員会
◎ 熊田　喜八
○ 円谷　　要

 揚妻　一男
 服部　　晃
 廣瀬　和吉

産業建設常任委員会
◎ 大須賀渓仁
○ 小山　克彦

 渡部　　勉
 北畠　　正
 後藤　　修

○ 揚妻　一男◎ 服部　　晃 熊田　喜八 円谷　　要 後藤　　修

◎委員長　○副委員長

№143号からは我々が広報を担当します！！
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　ひ
と
月
後
の
編
集
後
記
。こ
の
議
会

報
が
届
く
頃
、いっ
た
い
日
本
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。森
友
か
ら
財
務
省

の
文
書
改
ざ
ん
問
題
は
ま
だ
続
い
て
い

る
の
か
。も
し
か
し
て
、大
臣
の
辞
任
、

さ
ら
に
は
総
理
の…

。ま
さ
か
、そ
こ
ま

で
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。そ
し
て
北
朝
鮮

問
題
。は
た
し
て
北
朝
と
韓
国
の
会
談

に
続
い
て
の
米
朝
会
談
は
実
現
す
る
の

か
。北
朝
が
核
を
放
棄
し
て
、拉
致
問

題
も
解
決
の
方
向
に
向
か
え
ば
い
い
の

だ
が
。

　し
か
し
、最
近
は
ひ
と
月
先
を
予
測

す
る
の
は
至
難
の
業
。特
に
政
治
と
天

気
。今
年
こ
そ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、村
の

農
業
も
観
光
も
豊
作
で
実
り
の
秋
を

迎
え
ら
れ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

　と
こ
ろ
で
、秋
の
自
民
党
総
裁
は
誰

に
な
っ
て
い
る
の
か
。今
、ポ
ス
ト
安
倍
が

騒
が
し
い
。
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定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会

表紙の写真
　４月１０日に行われた天栄幼稚園の入園式です。お兄さ
ん、お姉さん達から歓迎のことばや歌のプレゼントに耳を
傾ける新入園児たち。これからの始まる幼稚園での生活
がとても楽しみですね。

●平成30年3月定例会……………………………… P2～6
●第１・２回臨時会 …………………………………………… P7
●2議員が一般質問…………………………………… P8～9

内容は12ページ記事をご覧ください。

　３月２２日に白河布引山演習場にて、自衛隊の実弾射撃訓練が行われ、議会からは廣瀬議長、後藤副議
長、小山議員、大須賀議員の４名が見学会に参加しました。
　内容としては、白河布引山演習場の概要説明や実際に射撃訓練の様子を見学するなど、安全に訓練が
行われていることを確認しました。

白河布引山演習場 射撃訓練

白河布引山演習場
実弾射撃訓練を見学活動

の村議会 議員

［平成３０年３月２０日］


